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あなたにBESTな
お店が⾒つかる

S e r v i c e  I m a g e



Rettyの特徴

実名型 点数評価のない
おすすめの⼝コミ 「ヒト」から探す

信頼できるヒトから、⾃分にあったお店を⾒つけることができる

実名型グルメプラットフォーム
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Retty
ユーザー

広告
コンテンツ 広告主等

飲⾷店

Rettyを活かした広告掲載や
蓄積されたコンテンツを提供

送客⽀援
各種ソリューションの提供

掲載や提供に応じて課⾦

⽉額・従量での課⾦

ビジネスモデル

飲
⾷
店
情
報
の
無
料
提
供

実名型グルメ
プラットフォーム

Retty

飲⾷店
⽀援
サービス
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実績
営業利益は、第２四半期単体では20百万円の⿊字、累計で
も19百万円の⿊字となった

今後の成⻑に
向けて

業績⾒通し 引き続き再度の⿊字化実現期と位置付け、売上は1,698百
万円、営業損益は29百万円を維持

売上（累計）は、飲⾷店⽀援サービスにおいては、前年同
期⽐108%、広告コンテンツにおいては同103%となった

今後も業績予想の営業利益を下回らない範囲で投資を⾏う

エグゼクティブサマリー

中⻑期での営業利益最⼤化を⽬的としたセールス組織拡充
に伴う採⽤活動は好調（進捗率100％）
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四半期営業利益推移

ネット予約の増加によるLTVの向上、固定費の削減、飲⾷店⽀援サービスにおける特定代理店の整理
の成果により、営業利益に関しては、第２四半期においては20百万円の営業⿊字となった

四半期営業損益推移（百万円）
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広告コンテンツの大型案件を
除いた営業損益は-37百万円 +20百万円
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収益構造の改善

売上の⼤部分を占めるFRM売上は増加傾向を維持し、また固定費も低⽔準を維持していることによ
り⿊字化継続の蓋然性が向上
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今後は投資家との対話機会を増やすために、SNSでの発信強化やコンテンツの拡充などIRの充実化を
図る

今後のIR⽅針

決算説明会のオープン化 SNS・メディア運⽤強化 コンテンツの充実化

-決算説明会の個⼈投資家への開放
-個⼈投資家説明会の実施

-「IR noteマガジン」への参画
-決算発表解説noteの発信

-ログミーFinanceへの掲載



2025年９⽉期第２四半期実績

今後の成⻑に向けて

⽬次

1.

2.

9

2025年９⽉期通期業績⾒通し3.
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2025年９⽉期第２四半期実績の概況

第２四半期単体の売上は400百万円となり、営業損益は20百万円の⿊字着地となった
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四半期売上内訳推移（百万円）

全社売上の推移

飲⾷店⽀援サービスの売上は第２四半期309百万円（YoY108%）、広告コンテンツの売上は92百万
円（YoY102%）となった

1 |

広告
コンテンツ

飲⾷店⽀援
サービス

• 前四半期の⼤型受受注に⽐べると減少して
いるが、YoYでほぼ同⽔準の推移

• 前四半期は12⽉の忘年会需要で従量売上が
⼀時的に増加しているが、その影響を除く
と順調に増加
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有料お店会員数推移（⽉次）1 |

7,155
(+127)

有料お店会員数推移（件）
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(-40)

7,015
(+37)

お店会員数に関しては、固定＋従量プランの合計で前四半期末に⽐べて+140件増加した
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有料お店会員数推移

2025年3⽉末時点の有料お店会員数（固定＋従量）は7,155件と前四半期末と⽐較して140件増加
した。廉価な法⼈プランが⼀時的に増加したことがARPU上昇の抑制原因に。

お店会員数（固定＋従量）四半期推移（件）

1 |

お店会員（固定）：5,140件
お店会員（従量）：2,015件

ARPU（固定プラン・PL計上価格/千円）※

7,155件(+140件)7,015件
お店会員（固定）：5,261件
お店会員（従量）：1,754件

※ 従量課⾦分を含めたARPU
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固定費の維持

アルバイト⼈員の⾒直しや正社員の出向、オフィス移転などの抜本的な施策により固定費削減を
実現し、筋⾁質な経営体制を維持

四半期コスト推移（百万円）
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四半期営業利益推移

営業利益に関しては、第２四半期においては20百万円の営業⿊字となった

四半期営業損益推移（百万円）
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武⽥和也

2010年にRetty株式会社を創業。創
業前は、株式会社ネットエイジ
（現ユナイテッド株式会社）にて、
インターネット広告の販売などマ
ーケティング関連事業に従事。退
社後起業準備のために⽶国⻄海岸
に滞在。帰国後⽇本が世界に誇る
⾷⽂化の興隆に貢献すべく、共同
創業者の⻑束と共にRetty株式会社

を創業。

平尾丈
2005年リクルート⼊社。じげ
んの前⾝となる企業を設⽴し、
MBOを経て独⽴。2013年東
証マザーズ上場、現在は東証

プライム市場。

三鴨⿇佑⼦
公認会計⼠。⼤⼿監査法⼈を
経て、個⼈事務所を開設。複
数社の社外役員を務める。

代表取締役
執⾏役員CEO

社外取締役
監査等委員

社外取締役
監査等委員

社外取締役
監査等委員

取締役
執⾏役員 コーポレート担当

森⼀⽣
代官⼭綜合法律事務所の代表
弁護⼠として、スタートアッ
プ・ベンチャー企業法務に特
化。株式会社出前館ほか複数
社の社外役員を務める。

上原祐⾹
メリルリンチを始めとする⽇
⽶複数の証券会社にてIPO、
株式市場等を活⽤した資⾦調
達を担当する部署の責任者を

歴任。

取締役
執⾏役員 セールス部⾨担当

川野寛治
ホームページ制作・運営会社
で営業部⾨の責任者や複数部
⾨の部⻑を経て、2016年

Rettyに⼊社。

⻑束鉄也
Retty共同創業者。開発と初
期グロースを担当後は、HR
領域を担当し、現在はコーポ

レート全般を管掌。

社外取締役

執⾏役員VPoE
プロダクト部⾨担当

執⾏役員
事業統括担当

常松祐⼀
キヤノン株式会社での研究開
発員を経て、2019年にRetty
へ⼊社。開発責任者を勤めた

後、現職。

⻑井寛徳
⼤⼿IT企業で営業/CS/経営企
画を経て、Rettyへ⼊社し、
事業統括として全社の予算編
成及び予実管理を担当。
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マネジメント紹介
















